
-
』
…
…

「
寝

不

戸
」

考
．

水

沢

要

二

印
刷
砂
都
合
、
特
別
な
文
字
は
符
号
に
し
ま
し
た
御
璽
里
下
さ
い
。

つ
r
 
 
a

づ
 
 
e

帥
墨

ゐ
 
m

h
ソ
ー
 
 
 
b

7酔巫

fn

ρ
蕗
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b

k

う
誉

歯骨
Ψ

dh1

O
序
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論
語
郷
党
篇
に
「
寝
不
当
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
在
来
の
諸
学
者
は
多
く

左
の
如
く
解
し
て
い
る
。
即
ち
何
等
の
集
解
に
は
「
包
日
、
野
臥
四
体
、
布
展

手
足
、
似
死
人
。
」
と
し
て
い
る
。

 
こ
れ
に
よ
る
と
四
体
を
纏
臥
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
注
を
説
文
に
見
る

と
鰹
は
橿
也
と
あ
る
し
、
臥
は
伏
図
と
あ
る
の
で
、
前
の
方
に
倒
れ
伏
し
て
手

足
を
死
人
の
よ
う
に
だ
ら
り
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
本
交
の
「
不

戸
」
か
ら
す
れ
ば
こ
の
反
対
つ
ま
り
仰
む
け
に
寝
る
こ
と
に
な
る
。

 
尤
も
こ
の
懐
を
段
玉
戸
は
「
仰
朴
、
早
撃
」
と
解
し
て
い
る
し
、
ま
た
広
雅

釈
言
に
は
腰
は
仰
也
と
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
優
の
熟
語
に
は
、
臣
子
の
非
相
即

や
、
准
南
子
の
要
略
な
ど
に
綴
仰
な
ど
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
優
の
解
は
種
々

の
意
を
持
つ
訳
だ
が
、
こ
の
熟
語
は
多
少
、
異
同
、
緩
急
な
ど
と
同
じ
意
に
考

え
、
そ
の
文
の
前
後
に
よ
っ
て
一
方
に
を
色
σ
q
窪
を
か
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。 

次
に
論
語
集
注
に
は
「
 
、
謂
復
臥
似
死
人
也
…
…
…
萢
氏
日
、
寝
不
 
、

非
悪
其
類
於
死
也
。
惰
慢
通
気
、
不
一
於
身
体
、
錐
三
布
其
四
体
、
而
亦
未
嘗

騨
耳
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
前
に
倒
れ
て
丁
度
死
人
の
よ
う
だ
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
「
不
 
」
か
ら
す
れ
ば
こ
の
反
対
の
倒
れ
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
ま
た
根
本
通
明
博
士
の
論
語
講
義
二
七
〇
頁
に
は
、
「
寝
る
時
に
死
ん
だ
よ

う
に
仰
向
け
に
な
っ
て
足
を
伸
ば
す
こ
と
は
し
な
い
、
上
向
け
に
な
る
の
は
礼

で
な
い
。
」
之
書
い
て
あ
る
し
。
漢
文
大
系
本
論
語
集
説
第
三
六
〇
頁
に
は

「
不
 
ハ
手
足
ヲ
布
展
シ
テ
、
死
人
ノ
如
ク
幅
言
納
ザ
ル
ワ
云
フ
。
」
と
あ

る
。
ま
た
国
鐸
漢
文
大
成
に
は
服
部
博
士
が
「
寝
る
時
に
は
手
足
を
打
ち
伸
ば

し
て
死
に
倒
れ
た
る
者
の
如
く
せ
ぬ
。
」
と
あ
る
し
、
大
漢
和
辞
典
の
諸
橋
博

士
の
説
も
大
体
こ
れ
と
同
じ
解
の
よ
う
で
あ
る
。

 
或
は
ま
た
吉
川
幸
次
郎
博
士
監
修
の
朝
日
新
聞
社
刊
中
倒
古
典
下
上
、
郷
党

第
十
、
三
三
三
頁
に
、
 
「
 
と
は
死
体
で
あ
る
。
ね
る
時
に
は
死
体
の
よ
う
に

あ
お
向
け
に
手
足
を
伸
ば
し
大
の
字
に
な
っ
て
寝
な
か
っ
た
縁
起
が
悪
い
の
で
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そ
う
は
せ
ず
、
横
向
き
に
な
っ
て
少
し
足
を
か
が
め
た
と
劉
宝
器
は
皇
運
に
も

と
づ
き
つ
つ
い
う
。
な
お
徊
裸
は
寝
不
 
に
つ
い
て
も
別
説
を
た
て
る
が
い
ま

従
わ
な
い
。
ま
た
北
野
本
が
こ
の
句
を
「
寝
む
る
に
う
つ
ぶ
し
ね
せ
ず
」
と
訓

ず
る
の
は
古
注
の
包
威
の
説
に
、
「
四
体
を
優
臥
せ
ず
」
と
あ
る
侮
の
字
を
そ

う
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
侮
と
は
体
を
な
が
く
の
ば
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
う
つ
ぶ
せ
で
は
な
い
、
あ
お
む
け
に
寝
る
の
も
歯
偏
で
あ
る
。
・
も
っ
と

も
礼
記
の
曲
礼
に
は
寝
る
に
伏
す
埋
れ
と
い
う
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
た
し
か
に

う
つ
ぶ
せ
に
ね
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
ら
れ
る
。

 
以
上
諸
家
の
説
を
通
覧
し
て
来
た
が
何
れ
も
「
寝
不
承
」
の
解
に
は
十
全
な

る
解
答
と
は
想
わ
れ
な
い
。

 
な
ぜ
な
ら
論
語
の
述
而
篇
に
は
「
子
之
燕
居
、
申
訳
丁
霊
、
天
天
如
也
。
」

と
あ
る
し
、
ま
た
同
じ
郷
党
篇
に
「
必
有
寝
衣
、
長
一
身
有
半
、
狐
酪
之
厚
平

居
。
」
と
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
等
諸
学
者
の
説
は
多
く
は
前
述
の
四
体
を
悔
臥

す
る
云
々
に
捉
わ
れ
過
ぎ
て
の
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
見
地
よ
り
今
一

度
「
不
 
」
を
見
直
し
て
見
る
の
が
こ
の
小
論
で
あ
る
。
唯
活
字
作
成
上
界
金

交
の
資
料
を
十
分
出
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
い
た
だ
き

た
い
。

○
本
 
 
 
論

 
以
上
の
よ
う
な
点
を
解
明
せ
ん
と
す
れ
ば
 
と
は
何
か
を
先
ず
吟
味
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
順
序
と
し
て
説
文
差
押
戸
部
を
見
る
と
、
「
a
、
陳
也
、
象

臥
之
形
、
凡
 
之
属
、
皆
n
 
、
式
脂
切
」
と
あ
る
。

 
然
し
こ
の
 
は
「
象
臥
之
形
」
だ
け
で
な
い
こ
と
は
、
詩
経
小
型
払
出
之
章

に
は
「
神
遊
酔
止
、
皇
 
載
起
、
鼓
盆
送
 
、
神
保
章
帰
。
」
と
も
あ
る
し
、

ま
た
礼
記
の
郊
特
牲
に
「
古
者
 
、
無
事
則
立
、
有
事
卑
見
性
器
、
 
神
象

「
寝
不
 
」
考

山
、
祝
将
補
也
」
と
も
あ
る
し
。
爾
雅
釈
詰
や
、
儀
礼
士
虞
礼
等
に
は
「
 
、

主
也
。
」
な
ど
と
も
出
て
い
る
。

 
ま
た
書
記
の
曲
礼
下
に
は
「
在
同
日
 
、
在
棺
日
枢
」
な
ど
と
も
あ
る
の

で
、
こ
の
 
に
も
種
々
の
意
が
出
て
く
る
訳
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
こ
の
小
論
で
は
一
、
神
主
と
し
て
の
戸
の
形
態
、
二
、
死
人
と
し
て

の
 
の
貌
に
限
定
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

 
尤
も
こ
の
 
を
死
人
と
し
て
の
形
か
、
神
主
な
ど
の
生
人
と
し
て
の
貌
か
と

な
る
と
中
々
見
分
け
が
っ
か
な
い
こ
と
は
、
男
気
ト
辞
研
究
三
〇
五
頁
に
島
邦

男
博
士
も
、
 
「
こ
の
b
を
七
、
戸
の
い
つ
れ
に
解
す
べ
き
か
は
必
ず
し
も
容
易

で
な
い
、
…
…
…
…
…
b
に
は
侑
酒
さ
れ
て
い
て
。
、
d
と
称
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
b
は
当
に
 
で
あ
っ
て
、
c
、
d
は
 
を
立
て
、
祀
る
こ
と
に
外
な
ら
な

い
。
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
。
こ
れ
を
区
別
す
る
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
然

し
ト
辞
に
於
て
は
人
の
方
は
e
の
形
、
 
の
方
は
あ
の
形
の
も
の
が
多
い
と
想

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
（
注
1
）
赤
塚
忠
博
士
も
同
様
認
め
て
い
ら
れ
る
。

 
尚
卜
辞
よ
り
 
と
想
わ
れ
る
の
を
探
す
と
、

 
「
貞
、
王
賓
「
巳
。
犯
、
」
 
甲
骨
続
穿
下
六
〇
九
片

 
「
丙
午
貞
b
其
榊
祝
、
」
 
殿
契
粋
編
五
一
九
片

 
「
酉
ト
u
レ
「
…
…
酒
b
由
旧
」
 
甲
骨
文
録
二
五
七
片

 
こ
の
外
数
ケ
所
あ
る
が
省
略
。

 
こ
れ
等
の
ト
辞
を
見
る
と
。
や
、
酒
b
等
で
あ
る
か
ら
祭
祀
の
対
象
で
あ
る

戸
と
見
る
こ
と
に
は
差
支
え
な
い
。

 
次
に
こ
れ
を
人
と
解
し
て
い
る
ト
辞
を
見
る
と
、

 
「
口
業
n
囚
千
輩
e
l
e
二
爺
1
Ψ
Y
」
 
般
契
粋
早
寝
＝
一
片

 
「
険
甲
q
打
b
出
り
」
 
 
 
 
 
 
 
噛
 
同
 
 
一
一
八
七
片
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こ
れ
を
郭
遠
若
氏
解
し
て
前
者
は
選
入
、
後
者
は
 
方
と
解
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
こ
の
戸
と
七
と
人
と
の
区
別
は
中
々
困
難
で
あ
る
。

 
で
は
金
文
で
は
ど
の
よ
う
に
出
て
い
る
か
、
六
二
の
金
蓮
編
八
、
二
〇
に
e

も
を
出
し
、
「
戸
、
説
交
陳
也
、
象
臥
之
形
、
案
金
文
作
b
、
象
屈
膝
之
形
、

意
東
方
之
人
其
状
如
此
、
後
段
夷
為
 
、
而
戸
之
講
衆
、
祭
祀
之
 
、
其
陳
之

而
祭
、
有
似
子
戸
、
故
亦
以
戸
名
之
、
論
語
寝
不
 
、
萄
戸
為
臥
之
形
、
孔
子

何
為
寝
不
 
、
故
知
戸
非
象
臥
之
形
牟
。
」

 
と
い
わ
れ
尚
こ
の
外
に
も
九
ケ
の
 
の
形
の
も
の
を
出
し
て
い
る
。

 
次
に
孫
海
波
の
中
国
文
字
学
下
編
文
字
の
構
成
五
四
頁
あ
し
見
る
と
。

 
「
f
、
・
説
文
云
、
陳
也
、
象
臥
之
形
、
容
庚
先
生
日
、
金
文
作
e
、
．
．
．
…
…

象
三
三
之
形
、
意
東
方
之
人
、
其
居
如
此
、
故
以
b
状
之
、
後
霞
夷
為
．
、
商

b
一
意
晦
、
幸
。
葺
器
出
土
、
吾
人
照
復
知
夷
之
本
字
為
戸
、
祭
祀
戸
其
陳
之
而

祭
有
似
干
戸
、
故
由
以
戸
名
之
、
理
趣
而
為
陳
字
聖
意
、
成
十
七
年
左
氏
伝

云
、
一
朝
而
 
三
三
、
韓
非
了
、
引
属
公
語
、
作
吾
一
朝
而
夷
三
卿
、
是
仮
夷

為
 
也
。

 
喪
大
…
記
、
男
女
課
戸
夷
於
堂
、
戸
夷
古
今
字
、
殆
後
人
注
虚
字
於
”
字
之

下
、
復
誤
入
正
文
者
、
観
上
下
文
、
二
戸
干
潮
、
遷
 
子
堂
、
遷
戸
干
淋
、
 

下
皆
無
凶
事
、
是
其
証
也
、
論
語
寝
不
 
、
筍
 
為
臥
之
形
、
孔
子
何
為
寝

快
楽
、
故
知
 
非
象
臥
之
形
塗
」
と
。

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
戸
は
臥
の
形
で
は
な
い
と
す
る
然
し
こ
れ
だ
け
ω
解
で
は

果
し
て
ど
の
一
．
仏
う
に
寝
て
い
る
の
か
ト
分
な
る
解
答
と
は
云
わ
れ
な
い
。

 
次
に
段
小
裁
、
の
注
を
見
る

 
「
f
陳
也
、
陳
小
作
徽
、
支
部
隊
列
也
、
小
雅
祈
父
伝
日
、
戸
陳
也
、
捗
、
凡

祭
祀
之
 
訓
主
、
郊
特
牲
日
、
 
陳
也
、
注
日
、
此
 
、
一
喫
当
従
主
訓
電
、

言
陳
心
慰
、
玉
裁
、
謂
祭
祀
掛
戸
、
本
象
神
而
陳
之
、
而
祭
者
因
主
之
、
二
義

実
相
因
而
生
也
、
故
許
、
但
言
陳
至
於
在
三
日
屍
、
其
字
n
 
、
n
死
、
別
為

一
字
、
而
経
籍
多
借
 
為
之
。
し
と
。

 
こ
の
解
に
よ
っ
て
も
神
主
の
 
と
、
死
入
の
 
と
は
ど
の
よ
う
に
暗
し
た
の

か
、
ま
た
死
人
の
 
は
鉢
に
あ
る
時
は
ど
の
よ
う
に
置
か
れ
た
か
が
は
っ
き
り

し
な
い
。

 
ま
た
一
説
．
ガ
〈
釈
例
に
王
箔
が
、

「
戸
、
鴛
古
文
、
部
中
屍
、
蓋
分
別
文
也
f
、
象
玄
人
、
人
死
則
長
臥
索
。
大

司
楽
、
屍
出
入
則
令
番
号
夏
、
釈
文
、
艶
紅
 
、
本
動
作
 
、
是
其
証
、
説
細

口
、
陳
回
者
、
左
成
十
七
年
伝
、
皆
 
諸
朝
、
杜
注
、
陳
其
 
於
朝
云
々
」
と

あ
る
。

 
守
れ
に
よ
っ
て
も
、
 
は
死
入
で
あ
る
こ
と
は
分
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
 

を
ど
の
よ
う
に
置
い
た
の
か
、
即
ち
側
臥
か
、
伏
臥
か
、
仰
臥
か
は
明
瞭
に
解

さ
れ
て
い
な
い
。

 
次
に
説
文
疑
疑
に
、
孔
広
居
が
、

「
愚
意
、
戸
是
古
女
、
屍
是
漢
季
俗
書
、
n
古
可
也
、
 
訓
窺
知
弓
形
、
当
n

横
人
作
f
、
再
説
女
、
作
a
、
亦
誤
。
」
と
、
幽
る
。

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
戸
は
古
町
で
屍
は
誌
代
の
俗
書
と
し
、
戸
は
人
が
横
に
な
っ

て
い
る
形
と
す
る
、
然
し
こ
れ
と
て
若
し
横
わ
っ
て
い
る
形
な
ら
、
こ
れ
が

 
「
不
 
し
と
し
た
時
ど
ん
な
形
に
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
乙
に
も
疑
閥
が
残

る
。
ま
た
林
義
光
が
説
包
文
源
に
、

 
「
説
文
云
、
f
、
陳
也
、
象
臥
之
形
、
按
古
作
b
、
紅
皿
、
象
人
箕
鋸
形
、

 
、
占
与
夷
同
音
…
…
…
疑
即
夷
居
之
夷
本
字
、
f
形
与
皿
人
近
、
故
、
n
戸

之
字
訓
n
人
同
義
。
」
と
、
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こ
れ
に
よ
る
と
夷
（
東
方
の
人
）
が
欝
善
し
て
い
る
形
と
戸
の
形
と
同
意
と

す
る
、
こ
の
戸
は
恐
ら
く
は
神
主
と
し
て
の
 
が
神
の
坐
に
動
出
し
て
い
る
姿

の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
足
を
縮
め
て
い
る
姿
、
こ
れ
こ
そ
吾
が
意
を
得
た

も
の
で
こ
の
点
後
に
詳
論
す
る
。

 
次
に
加
藤
常
賢
博
士
は
漢
字
の
起
原
八
の
十
頁
に

 
「
 
f
b
（
金
文
）
a
（
籔
文
）
と
出
ざ
れ
、
こ
の
注
に
、
「
此
字
ノ
形
ハ

説
文
が
臥
ス
ル
形
二
象
ル
」
ト
言
フ
ノ
が
当
ッ
テ
居
ル
、
「
シ
」
ナ
ル
音
ノ
由

来
ハ
人
が
臥
シ
タ
時
日
ハ
手
足
ヲ
ダ
ラ
リ
ト
シ
テ
居
ル
所
カ
ラ
来
テ
居
ル
。
人

ノ
死
ン
ダ
時
ハ
身
体
ヲ
ダ
ラ
リ
ト
垂
レ
テ
居
ル
カ
ラ
、
コ
ノ
類
字
ヲ
用
ヒ
テ
居

ル
場
含
ガ
ア
ル
、
後
ニ
ハ
「
屍
」
字
が
作
ラ
レ
タ
（
皆
瀬
段
注
箋
）

 
更
二
祭
ノ
「
カ
タ
シ
ロ
」
ニ
モ
此
字
が
使
歩
レ
テ
イ
ル
ガ
、
ソ
レ
ハ
「
カ
タ

シ
旦
」
ハ
何
事
モ
シ
ナ
イ
デ
神
位
ニ
ダ
ラ
リ
ト
手
ヲ
垂
レ
テ
坐
シ
テ
居
ッ
テ
神

ガ
コ
レ
ニ
降
ル
カ
ラ
此
字
が
使
ハ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
池
田
末
利
博
士
は
広
島
大
学
紀
．
要
第
五
号
に
立
 
考
と
題
さ
れ
た
そ
の

五
八
頁
に
、

「
然
ら
ば
9
は
一
体
何
の
形
象
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
卑
見
は
こ
の
 
の
形
象

と
考
え
る
、
鬼
字
は
人
の
鬼
頭
を
被
っ
た
形
、
即
ち
祖
神
で
あ
り
、
此
の
鬼
頭

を
正
に
戴
か
ん
と
し
て
い
る
の
が
異
一
需
X
で
あ
る
。

 
9
は
既
に
鬼
頭
を
被
っ
て
几
上
に
坐
し
た
戸
の
形
象
と
も
解
す
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
鬼
頭
と
両
手
両
足
を
附
け
た
人
形
を
神
 
と
し

-
て
几
上
に
置
い
た
形
象
で
あ
る
。

 
一
体
人
形
の
手
足
で
あ
る
か
ら
、
人
が
両
手
両
足
を
行
儀
よ
く
驚
く
が
だ
ら

り
と
垂
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

 
 
「
寝
不
戸
」
老

 
 
が
爾
雅
釈
詰
に
 
、
職
主
也
と
あ
り
。
説
文
に
陳
瓦
之
解
さ
れ
、
山
陽
氷

が
展
也
と
云
ふ
は
何
れ
も
死
体
が
手
足
を
だ
ら
り
と
垂
れ
て
自
立
す
る
力
を
有

し
な
い
所
か
ら
生
ず
る
解
で
あ
る
。

 
又
戸
が
几
に
筒
る
こ
と
は
祭
統
に
「
鋪
三
巴
同
好
為
依
神
也
。
」
と
あ
る
に

よ
っ
て
も
知
り
得
る
が
、
9
の
几
は
元
来
手
足
を
安
置
す
る
目
的
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
 
（
輩
で
乳
井
紅
中
死
体
の
硬
直
を
防
ぐ
た
め
に
燕
几
を

用
い
る
事
が
想
定
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
）

 
又
一
般
的
に
考
え
れ
ば
、
未
開
人
社
会
に
穿
て
神
的
皆
紅
は
、
そ
の
足
を
地

に
触
れ
る
事
が
禁
忌
さ
れ
る
。
・
（
｝
・
Ω
．
団
H
⇔
σ
q
曾
匪
①
O
o
冠
Φ
質
'
じ
o
Q
⇔
α
Q
ゲ
・
）

 
 
 
 
 
 
 
 
（
永
橋
卓
之
介
氏
邦
訳
金
枝
篇
岩
波
文
庫
本
第
四
冊
）

尚
池
田
博
士
は
王
国
維
の
観
堂
戦
傷
巻
三
の
廻
の
部
に
出
て
い
る
「
余
謂
此
乃

一
字
、
象
大
人
抱
子
置
諸
臣
間
之
形
、
子
者
 
也
云
々
、
し
を
例
と
せ
ら
れ
、

前
述
の
立
 
考
の
（
六
二
頁
）
に
。

「
と
こ
ろ
で
王
国
維
が
こ
の
子
を
戸
と
見
た
の
は
卓
見
で
あ
る
k
は
即
ち
前
に

考
察
し
だ
9
の
h
即
ち
鬼
頭
（
由
-
由
）
の
代
り
に
人
間
を
戸
と
し
て
据
え

る
よ
う
に
な
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
k
と
鬼
頭
と
は
同
字
同
義

と
見
て
差
支
え
な
い
云
々
」
と
い
わ
れ
る
以
下
略
。

 
さ
て
吾
々
は
前
述
せ
る
よ
う
に
小
学
家
の
説
を
見
て
来
た
が
、
一
，
体
こ
の
戸

を
如
何
に
解
す
れ
ば
「
唆
不
 
」
に
適
応
し
た
解
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

 
抑
も
文
字
を
構
成
す
る
に
は
古
代
人
と
錐
も
、
そ
の
形
、
そ
の
音
に
相
応

し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
義
を
持
た
せ
た
こ
と
は
蒐
に
云
々
を
要
し
な
い
、
か
か

る
観
点
に
立
っ
て
先
ず
こ
の
 
の
字
を
契
金
文
に
見
る
と
、
何
れ
も
f
b
等
の

形
で
あ
る
、
然
る
に
海
賊
は
説
文
解
字
、
戸
部
に
「
a
陳
也
、
象
臥
弓
形
云

々
」
と
い
う
点
こ
こ
に
種
々
の
難
間
が
生
じ
て
来
た
訳
で
あ
る
。
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'

 
即
ち
第
一
陳
と
は
何
か
、
第
二
に
は
臥
す
る
形
と
は
如
何
な
る
形
か
と
な
る

と
、
こ
の
許
慎
の
解
で
は
不
可
解
で
あ
る
σ

 
な
ぜ
な
ら
第
一
は
殿
代
よ
り
死
人
の
戸
と
し
て
（
注
2
）
神
主
を
立
て
る
逸

文
の
あ
る
以
上
へ
吾
々
は
当
時
木
三
石
三
等
の
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
こ
れ
に
代
る
肩
入
の
 
の
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
然
ら
ば
こ
の
生
人
の
 
の
形
は
如
何
に
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
か

直
立
か
屈
膝
几
坐
か
。

 
第
二
に
こ
の
戸
を
死
人
と
し
て
見
る
と
、
時
代
は
降
る
が
礼
認
の
曲
礼
下

や
、
同
じ
礼
記
の
問
喪
篇
に
あ
る
「
三
日
而
敏
、
魚
倉
日
 
、
在
棺
楽
句
。
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
郡
玄
が
注
し
て
「
 
、
陳
也
、
言
形
体
在
也
。
」
と
あ
り
、

尚
こ
れ
に
孔
頴
達
が
疏
し
て
「
在
床
日
 
者
、
 
、
陳
也
古
人
病
因
気
未
絶
之

時
、
下
置
於
地
、
絶
之
後
、
更
還
鉢
上
、
所
以
如
此
者
、
凡
入
初
生
在
地
、
既

病
将
死
、
故
下
身
其
初
生
、
主
軸
二
死
重
生
也
。
若
其
不
生
復
反
本
床
、
既
未

濱
敏
、
陳
列
在
鉢
、
故
日
 
。
白
虎
通
云
、
失
気
楽
神
、
形
体
独
陳
是
也
、
言

形
体
在
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
在
棺
日
蝕
三
江
究
也
、
三
日
不
生
敏
之
在
棺
、
死
事
究
章
極
心
也
、
白
虎
通
云

枢
究
也
、
不
磨
変
色
、
然
 
枢
亦
通
名
也
、
案
曽
子
問
云
、
如
小
昼
則
子
剥
製

従
枢
、
此
謂
小
心
、
挙
 
在
為
櫃
也
、
春
秋
左
氏
伝
、
夢
死
不
及
 
、
是
呼
堅

造
之
枢
二
戸
」
と
あ
る
。

 
そ
こ
で
こ
の
春
秋
左
京
伝
の
「
贈
死
不
及
戸
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
を
、
同

書
の
隠
公
元
年
の
条
の
「
贈
死
不
影
野
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
杜
預
が

こ
れ
に
注
し
て
「
 
、
未
葬
之
通
称
」
と
あ
り
、
尚
こ
れ
に
旨
意
達
が
疏
し

て
、
 
「
正
義
日
、
曲
礼
下
云
、
在
留
日
 
、
在
棺
日
枢
、
是
其
相
対
言
質
、
A
了

以
既
葬
、
乃
質
量
云
不
及
 
、
知
 
是
未
葬
之
通
称
也
、
葬
則
 
平
復
見
、
未

々
猶
及
見
之
、
此
面
葬
為
限
也
。
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
等
に
よ
る
と
淋
に
あ
る
間
も
棺
に
入
れ
て
あ
る
問
も
戸
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
文
献
で
は
鉢
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
お
く
か
、
ま
た
棺

は
寝
棺
か
立
棺
か
等
々
が
分
ら
な
い
。

 
唯
 
と
い
う
期
閥
は
礼
記
王
制
篇
に
「
天
子
七
日
而
殖
、
七
月
堰
塞
、
諸
候

五
日
而
濱
、
五
月
而
葬
、
大
夫
士
庶
人
三
月
而
濱
、
三
月
而
葬
云
々
、
」
と
あ

る
の
で
、
こ
の
 
の
期
間
だ
け
は
こ
れ
で
了
解
さ
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
入
棺
以
後
も
戸
と
い
う
と
な
る
と
、
そ
の
姿
態
に
も
種
々
の
形

の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
る
、
即
ち
貧
富
の
差
に
よ
り
寝
棺
か
史
脈
か
が
き
ま

り
、
仰
臥
葬
か
、
屈
膝
の
姿
か
定
ま
る
し
、
ま
た
貴
賎
の
差
に
よ
り
、
伏
臥
葬

か
、
前
屈
伏
の
形
か
と
い
う
こ
と
が
決
す
る
こ
と
に
な
る
。

 
こ
う
見
て
く
る
と
説
文
の
「
 
陳
也
、
睡
臥
之
形
」
は
、
死
人
の
淋
に
あ
る

問
の
形
か
、
棺
に
入
れ
て
後
の
か
、
将
又
、
神
主
と
し
て
の
「
か
た
し
ろ
」
の

形
か
等
々
と
な
る
と
こ
れ
ま
た
明
瞭
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

 
そ
こ
で
こ
の
陳
と
臥
と
は
一
体
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
か
を
吟
味
し
て
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
に
よ
り
陳
を
説
文
に
見
る
と
「
陳
、
宛
丘
、
舜
後
指
満
之

所
封
、
n
自
・
、
n
木
、
申
声
、
挙
銭
等
日
、
陳
者
、
大
白
之
虚
、
画
八
卦
之

所
、
木
徳
之
姶
、
故
H
木
、
直
珍
切
、
，
眸
古
文
陳
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
丘

の
意
で
あ
り
、
地
名
で
あ
る
の
で
、
戸
は
陳
也
の
解
と
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

別
の
意
を
探
す
と
、
国
語
斉
語
篇
に
圏
「
陳
妄
数
百
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に
「
陳

列
也
」
と
あ
る
し
、
広
雅
釈
詰
に
も
「
陳
列
也
」
と
あ
る
の
で
v
こ
こ
の
は

「
つ
ら
ね
る
」
意
と
解
さ
れ
る
。

．
次
に
詩
経
大
雅
文
王
の
篇
に
「
陳
錫
哉
周
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に
「
し
く
」

と
あ
り
、
玉
篇
に
も
「
陳
布
製
、
」
と
あ
る
の
で
「
し
く
」
意
に
解
さ
れ
る
。
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或
は
ま
た
左
玉
将
公
五
年
の
条
に
「
陳
肉
垂
観
心
、
と
あ
り
、
こ
れ
に
杜
預

が
注
し
て
、
 
「
陳
設
張
也
、
公
大
設
捕
魚
心
備
観
之
、
」
と
あ
る
か
ら
「
な
ら

べ
る
」
意
と
解
さ
れ
る
。

 
次
に
礼
記
の
表
記
篇
に
「
事
君
欲
諌
、
不
欲
諌
、
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に

「
陳
童
言
其
過
於
外
」
と
あ
る
の
で
こ
れ
は
其
の
過
を
外
に
述
べ
る
意
に
解
さ

れ
る
。

 
以
上
陳
の
意
を
見
て
来
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
解
で
は
「
 
陳
也
」
の
意
は
十

分
了
解
さ
れ
な
い
。

 
そ
こ
で
こ
の
陳
の
意
を
「
象
臥
之
形
」
と
あ
る
中
の
臥
と
関
聯
し
て
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
臥
の
字
を
説
文
に
見
る
と
、

 
「
臥
、
伏
也
、
n
臣
、
取
其
旧
説
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
十

分
で
な
い
の
で
雲
影
裁
の
注
を
見
る
と
「
臥
與
寝
異
、
寝
藁
淋
、
論
語
寝
不
 

是
也
、
臥
諾
諾
、
孟
子
隠
几
而
臥
是
也
、
此
浮
言
愛
国
、
統
言
之
則
、
不
別
。

」
と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
株
評
す
れ
ば
寝
は
鉢
に
寝
る
こ
と
で
あ
り
。
臥
は

几
に
計
り
伏
す
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
臥
は
几
に
儒
り
か
か
り
前
か
が
み
に
な

っ
て
い
る
姿
と
な
る
。
尚
こ
の
臥
の
下
向
｝
、
・
に
な
る
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
文

字
に
、
監
の
字
が
あ
る
、
監
の
字
は
臥
と
皿
と
の
合
字
で
あ
る
こ
と
は
説
文

に
、
 
「
」
、
臨
写
也
、
n
臥
、
陥
省
声
、
古
洋
物
、
以
下
略
、
」
こ
れ
に
よ
っ

て
も
分
る
が
こ
れ
を
一
そ
う
よ
く
説
明
し
た
の
に
、
林
義
光
の
説
文
交
源
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

「
監
即
言
之
本
字
、
上
世
未
製
銅
時
、
静
水
為
鑑
、
故
酒
諾
〔
、
当
無
子
水

晶
、
煮
干
民
監
、
傘
歯
痛
申
加
水
、
人
臨
其
上
之
形
、
n
臣
転
注
、
臣
伏

也
、
古
韻
i
、
誘
客
、
云
々
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
る
と
古
代
は
鏡
の
代
り
に
、
皿
に
水
を
盛
り
こ
れ
に
顔
を
写
し
た

「
寝
不
戸
」
考

こ
と
に
な
る
の
で
、
臥
の
本
義
は
下
に
水
鏡
を
葺
い
て
う
つ
む
く
が
如
く
、
臣

が
貴
人
の
前
に
平
伏
し
て
い
る
形
と
い
わ
れ
よ
う
。

 
さ
て
こ
の
原
義
を
左
伝
の
い
う
「
 
は
未
だ
葬
ら
ざ
る
の
通
称
」
に
あ
て
て

考
え
る
と
、
躰
に
あ
る
間
よ
り
入
棺
し
て
後
ま
で
あ
て
は
ま
る
の
で
、
さ
て
躰

に
置
く
間
の
死
人
は
と
な
る
と
、
儲
君
の
喪
木
蔦
や
儀
礼
の
既
夕
．
礼
等
に
あ
る

よ
う
に
（
注
3
）
 
「
疾
病
外
内
皆
掃
、
…
…
…
属
紘
以
侯
絶
気
、
云
々
」
と
あ

る
、
こ
れ
に
よ
る
と
病
人
の
呼
吸
を
観
．
察
す
る
た
め
鼻
の
所
に
わ
た
の
よ
う
な

も
の
を
当
て
て
見
る
の
で
、
こ
の
際
は
貴
賎
貧
富
の
別
な
く
絶
気
ま
で
は
仰
臥

で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

 
さ
て
い
よ
い
よ
死
入
と
な
れ
ば
如
何
に
す
る
か
と
な
る
と
礼
者
の
喪
大
記
に

「
始
死
遷
 
子
淋
、
撫
用
敏
袋
、
去
死
衣
、
」
と
あ
る
の
で
、
弦
に
置
く
間
も

仰
臥
に
し
て
お
き
顔
に
布
を
覆
ヶ
の
で
あ
る
か
ら
、
貴
人
の
前
に
屈
服
し
て
い

お
臥
の
形
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
而
も
入
棺
以
前
な
ら
、
礼
記
の
喪
大
誰
や

儀
礼
の
既
夕
等
等
に
あ
る
よ
う
に
「
用
燕
几
。
」
と
あ
る
の
で
（
注
4
）
足
の

硬
直
を
避
け
る
た
め
両
足
を
燕
几
の
上
に
あ
げ
て
お
く
か
、
ま
た
は
両
足
を
燕

几
の
両
側
に
し
ば
っ
て
お
く
か
し
て
お
く
、
こ
の
形
で
も
屈
膝
で
あ
る
わ
け
だ

が
「
、
不
 
」
の
本
学
か
ら
す
れ
ば
こ
の
逆
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
で
は
入
棺
し
て
葬
送
ま
で
は
ど
う
か
、
こ
れ
に
は
前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う

に
貴
賎
貧
富
の
差
に
よ
っ
て
、
．
そ
の
体
の
位
置
、
頭
の
方
向
、
屈
膝
の
度
合
い

等
々
詳
論
を
要
す
る
の
で
こ
の
小
論
で
は
こ
れ
等
の
点
は
後
日
に
譲
り
、
こ
こ

で
は
「
寝
不
 
」
・
に
直
接
必
要
な
点
だ
け
に
絞
っ
て
見
る
こ
と
に
し
、
伏
臥
し

て
葬
送
さ
れ
た
統
計
を
、
歴
史
語
言
研
究
所
集
面
訴
二
十
三
本
に
早
雪
と
題
し

て
、
石
璋
如
氏
が
四
七
九
．
頁
に
記
載
し
て
あ
る
の
を
挙
げ
る
と
「
其
次
量
着
紅

色
的
人
骨
、
在
一
．
百
二
十
五
人
、
中
震
約
有
二
十
具
、
為
数
多
的
是
約
男
瓦
ハ
的
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断
頭
臼
骨
傭
四
葬
、
宕
個
的
地
位
三
更
低
了
」
と
あ
る
し
、
ま
た
、
中
国
田
野

考
吉
報
告
集
考
古
学
専
刊
第
十
二
号
、
東
周
墓
葬
報
告
の
瞬
断
崎
戸
等
が
発
表

し
た
の
に
よ
る
と
、

「
其
尊
墨
六
十
五
坐
中
、
屈
肢
葬
六
十
坐
、
夕
蝉
．
分
之
九
十
以
上
、
伸
直
葬
、
ロ
ハ
有

五
坐
、
五
屈
伸
慮
葬
、
都
是
仰
身
、
下
肢
伸
直
上
肢
交
置
干
胸
部
或
腹
上
、
第
一
種

屈
肢
葬
式
、
是
下
肢
無
漏
程
度
較
軽
、
肢
骨
和
脛
骨
轡
十
六
〇
度
、
到
九
〇
度

角
度
云
々
、
」
と
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
語
言
研
国
所
集
刊
第
二
十
三
本
石
箪
如
小

屯
墓
葬
群
之
発
掘
報
告
に
も
「
肉
置
人
骨
、
跳
姿
人
骨
多
、
云
々
」
と
あ
る
。

 
以
上
概
略
で
は
あ
る
が
、
入
棺
以
後
葬
送
さ
れ
た
後
の
而
も
孔
子
の
生
野
当

時
、
即
ち
東
周
時
代
よ
り
遡
ぼ
り
股
代
ま
で
の
葬
送
を
見
た
が
、
所
謂
上
層
階

級
は
別
と
し
て
庶
民
階
級
は
何
れ
も
立
見
で
あ
り
梢
前
屈
の
屈
強
葬
が
多
か
っ

た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。

 
以
上
の
こ
と
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
論
語
の
「
寝
不
善
」
は
、
孔
子
が
当
時
の

庶
民
階
級
を
主
体
と
し
た
入
棺
以
後
誹
送
さ
れ
た
立
棺
の
屈
膝
詐
を
「
想
定
」

し
て
の
言
葉
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

 
次
に
神
主
と
し
て
の
 
（
か
た
し
ろ
）
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

 
さ
て
こ
の
死
人
も
い
よ
い
よ
響
黒
き
れ
る
と
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字
が

出
来
た
と
考
え
る
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
屍
は
死
の
形
、
一
に
通
ず
る
か
ら
で
あ

る
。

 
即
ち
く
n
は
人
の
骸
骨
で
あ
り
、
b
は
入
で
あ
る
、
人
が
死
人
の
骸
骨
を
拝
し

て
い
る
形
が
こ
の
一
と
い
う
文
字
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
と
 
．
ハ
死
人
）
i
よ

り
・
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
こ
の
死
人
も
単
に
骸
骨
と
し
て
拝
し
て
い

た
だ
け
で
は
何
か
し
ら
も
の
足
り
な
く
な
り
、
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
現
わ
ル
・
、
ん

と
し
て
描
か
れ
た
形
が
、
仰
臥
伸
直
葬
の
形
胃
で
あ
り
、
屈
膝
詰
屈
葬
4
、
あ

 
る
㊧
ワ
ワ
の
貌
で
あ
る
と
想
わ
れ
る
。

 
 
さ
て
こ
う
し
た
段
階
を
経
る
頃
に
な
る
と
、
そ
の
父
母
、
そ
の
兄
弟
の
生
前

 
の
全
貌
、
ま
た
は
生
前
の
徳
行
等
々
が
想
い
出
さ
れ
て
、
居
る
に
忍
び
な
く
な

 
る
と
、
こ
こ
に
死
人
の
生
前
を
彷
彿
さ
せ
、
死
人
の
悌
を
想
起
し
死
人
と
共
に

 
再
び
生
活
し
た
い
と
の
聖
慮
が
、
神
主
（
神
戸
）
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の

 
で
あ
る
。
即
ち
儀
礼
の
土
虞
礼
篇
に
あ
る
よ
う
に
「
祝
迎
戸
」
と
い
う
よ
う
な
儀

 
礼
ま
で
生
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
郷
注
に
「
戸
主
也
、
聖
子
之
祭
不
見

 
親
之
形
象
、
心
無
所
繋
、
立
 
而
主
意
焉
。
」
と
あ
る
よ
う
に
孝
子
は
、
そ
の

 
親
の
全
貌
を
忘
れ
得
ず
、
こ
こ
に
死
人
を
有
象
化
し
て
立
て
た
の
が
神
主
と
い

 
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
神
主
は
親
の
相
貌
に
似
な
か
っ
た
も
の
を
立
て
な
か
っ

 
た
こ
と
は
、
礼
記
の
曲
礼
上
篇
に
、
「
礼
日
、
君
子
抱
孫
不
懸
子
、
此
言
孫
可
以

 
為
王
父
 
、
子
不
可
以
為
父
 
、
為
君
 
者
、
大
夫
十
見
之
、
則
下
之
君
知
所
以

 
．
為
 
者
、
則
自
下
之
戸
必
式
。
乗
必
諸
語
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
了
解
き

 
れ
る
。
而
も
そ
の
親
に
彷
彿
た
る
庵
の
は
そ
の
孫
で
あ
乃
、
そ
の
直
系
で
あ
り

 
血
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
を
戸
に
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
を
哀
悼
し
、
追

 
想
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
こ
と
は
礼
記
の
曲
礼
下
篇
に
「
支
子
不
祭
、
祭
必
告

 
於
宗
子
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
 
の
如
何
に
吟
味
さ
れ
、
ま
た
重

 
大
視
し
て
い
た
か
が
首
肯
さ
れ
る
。

 
 
 
さ
て
最
後
に
池
田
博
士
の
戸
と
子
と
を
同
字
同
義
と
す
る
，
説
を
少
し
く
考
究

，
 
し
て
見
た
い
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
と
こ
ろ
で
王
国
維
が
こ
の
子
を
 
と

 
見
た
の
は
卓
見
で
あ
る
。
k
は
即
ち
前
に
考
察
し
た
9
の
h
即
ち
鬼
頭
の
代
り

 
 
に
入
間
を
 
と
し
て
据
え
る
よ
う
に
な
っ
た
…
…
そ
こ
で
k
と
鬼
頭
と
同
字
同

 
義
と
見
て
差
支
え
な
い
云
々
」
と
い
わ
れ
る
。

 
 
然
し
て
戸
は
始
め
よ
り
死
人
が
本
体
で
あ
り
、
そ
の
形
も
b
で
あ
り
、
子
は
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念
入
が
本
休
で
あ
り
k
の
形
が
囲
、
．
．
鷲
、
あ
る
．
こ
の
形
体
及
び
本
質
的
．
に
・
：
．
つ

も
の
を
以
て
同
箋
と
す
る
こ
と
は
如
何
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

 
勿
論
池
田
博
士
の
い
わ
れ
る
子
を
戸
と
し
て
代
り
に
子
を
立
て
る
こ
ヒ
は
礼

記
の
曲
礼
上
篇
に
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
向
坐
の
曽

子
問
篇
に
も
［
口
子
間
口
、
祭
必
有
戸
乎
、
若
傾
祭
亦
可
乎
、
孔
子
口
、
祭
成

喪
者
、
必
有
戸
、
 
必
以
孫
、
孫
．
幼
使
虐
使
人
抱
之
、
艦
、
孫
則
取
急
同
性
可

也
。
し
と
い
っ
て
い
る
し
、
ま
た
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
と
見
ら
れ
る
干
魚
維

も
、
鶴
堂
集
信
巻
三
里
垂
下
に
「
塁
上
礼
、
δ
銘
犀
不
堕
喫
語
、
…
…
余
補
回
乃
一

字
、
象
大
人
缶
子
置
諸
試
問
之
形
、
子
浮
戸
也
、
曲
礼
口
、
君
子
抱
孫
云
々
、

」
と
あ
る
よ
う
に
。
こ
の
戸
を
子
に
よ
っ
て
代
り
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

が
、
然
し
前
述
せ
る
よ
う
二
祖
考
を
忍
び
王
父
に
彷
彿
た
ら
し
め
る
た
め
に
立

て
る
戸
な
ら
、
そ
の
孫
に
わ
ざ
わ
ざ
懸
頭
を
冠
ら
せ
9
な
ど
の
姿
と
し
て
神
主

の
坐
に
着
か
せ
な
く
と
も
よ
い
と
考
え
る
。

 
む
し
ろ
王
国
維
の
出
し
て
い
る
例
の
一
な
ど
な
ら
几
こ
坐
ら
せ
て
あ
る
了
供

を
高
く
抱
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
池
田
博
士
の
例
と
せ
ら
れ
る
9
は

余
り
に
歳
礼
の
た
め
の
俵
詰
（
儀
装
）
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
し
、
．
而
も
痛
惜

の
代
り
に
抱
か
れ
て
神
主
の
坐
に
つ
く
孫
に
し
て
か
か
る
服
装
を
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
主
骨
済
し
て
の
種
々
の
行
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
即
ち
礼
に
の
曲
礼
ヒ

に
あ
る
よ
う
に
、
「
君
知
所
以
為
戸
者
、
則
自
下
之
、
戸
必
式
、
蕪
小
胆
以
下
。
」

な
ど
と
あ
る
こ
と
よ
り
考
え
て
も
、
翠
に
て
式
し
几
に
よ
っ
て
乗
、
縛
し
、
ま
た

几
に
坐
し
て
神
を
逓
ら
せ
る
と
い
う
よ
う
な
事
が
果
し
て
（
注
5
）
出
来
る
か

ど
う
脆
。

 
 
フ

．
．
黒
毛
こ
の
 
と
子
と
同
義
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
、
．
旧
韻
上
か
ら
も
見
ら
れ

る
こ
と
で
、
．
 
は
探
韻
、
広
，
唄
共
に
平
．
戸
脂
の
韻
で
あ
り
、
ま
た
藤
堂
明
保
憾

 
「
寝
不
戸
」
考

⊥．

ﾌ
汽
μ
、
の
語
．
胃
翫
死
七
五
一
頁
に
も
、
戸
の
音
は
周
代
に
は
（
夢
δ
目
～
珍

と
し
脂
部
と
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
カ
ー
ル
グ
．
レ
ン
氏
も
 
》
⇒
巴
旨
冨

じ
冨
江
。
⇔
9
。
曙
亀
O
ぼ
津
ω
ρ
 
の
二
五
九
頁
に
上
占
音
と
し
て
（
。
・
一
）
と
せ
ら

れ
、
尚
こ
れ
を
解
し
て
び
 
℃
す
波
浮
Φ
o
｛
帥
曝
け
諏
⇔
㈲
○
州
ξ
冒
σ
q
．
ヨ
き
．
と
．

せ
ら
れ
て
い
る
。

 
も
っ
と
も
こ
の
文
の
坐
し
て
い
る
と
い
う
所
は
替
、
し
-
出
る
も
、
横
わ
っ
て
い

る
と
す
る
と
こ
ろ
は
説
丈
に
捉
わ
れ
過
ぎ
た
解
と
想
わ
れ
る
。

 
で
咲
∵
、
W
方
．
ひ
ど
う
か
、
広
韻
で
は
上
戸
丘
の
韻
一
で
の
り
、
巳
と
同
韻
と
し

古
韻
ぽ
藤
堂
滴
し
の
滋
を
借
り
れ
ば
、
前
述
の
木
の
一
一
三
頁
に
之
の
撃
て
、

（
⇔
h
轡
ω
μ
O
σ
Q
，
～
け
。
疹
一
Φ
一
）
と
せ
ら
れ
、
ま
た
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
も
前
述
の
本
の
三

一
〇
頁
に
、
吉
韻
は
（
富
一
）
で
あ
り
、
そ
の
解
は
｝
奇
霊
9
貫
Φ
亀
O
窪
匡
●
）

と
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
以
上
に
よ
っ
て
神
主
と
し
て
の
 
は
、
死
人
よ
り
引
申
e
れ
て
発
記
し
た
文

字
で
あ
り
・
、
1
3
の
形
は
、
神
主
の
几
に
巫
．
し
て
い
る
形
を
現
わ
し
た
も
の
で
あ

り
、
e
穿
は
入
に
抱
か
烈
て
い
る
子
供
の
戸
の
形
で
あ
り
、
g
ぱ
は
む
し
ろ
子

供
の
．
死
を
ダ
み
、
そ
の
か
た
し
ろ
と
し
て
、
そ
の
子
供
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に

作
ら
れ
た
一
種
の
人
形
で
あ
り
．
、
装
飾
，
品
と
．
、
．
η
え
ら
れ
、
そ
の
子
供
の
翌
を
鎮

め
る
た
め
に
網
．
に
置
く
も
の
と
想
わ
れ
、
一
T
U
9
と
は
一
致
こ
せ
ら
れ
な
い
も

の
と
想
わ
れ
る
。

 
尚
「
嘗
不
戸
」
を
、
よ
り
傍
証
す
る
た
め
包
戒
の
注
の
「
仮
臥
四
体
」
す
る

と
い
う
そ
の
中
の
躯
の
字
を
今
一
度
吟
味
す
る
こ
と
に
し
て
、
説
文
八
上
人
部

に
見
る
と
「
旧
任
也
、
n
入
陵
声
。
」
と
あ
る
。
で
は
こ
の
．
恒
は
ど
ん
な
倒
れ

方
を
す
る
か
を
同
じ
説
文
に
よ
る
と
、
 
「
貸
債
也
、
n
人
戸
声
、
居
寄
切
」
と

あ
る
。
で
は
こ
の
偵
と
は
ど
ん
な
恵
が
あ
る
か
と
、
矢
張
説
．
交
に
見
る
と
「
償
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偲
也
、
n
人
四
声
」
と
み
り
、
唯
包
皮
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
で
は
内

容
が
分
ら
な
い
の
で
、
こ
の
艇
の
文
字
を
三
文
に
探
す
と
、
三
文
に
は
葦
等

の
形
の
も
の
が
あ
り
、
金
文
に
は
一
隆
の
形
の
も
の
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
容

庚
が
金
文
編
一
二
、
三
三
に
解
し
て
「
経
典
通
男
臼
云
々
」
と
出
し
て
い
る
の
，

で
、
こ
の
字
の
内
容
は
恐
ら
く
は
女
が
室
の
申
で
酒
の
酌
で
も
し
て
い
る
所
、

つ
ま
り
女
が
前
か
が
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
想
わ
れ
る
。

 
以
上
の
解
か
ら
「
倭
国
四
体
」
云
々
は
、
こ
の
帝
威
の
解
を
推
定
す
る
な

ら
、
入
棺
よ
り
葬
送
さ
れ
た
死
入
が
や
や
前
か
が
み
に
な
り
足
部
は
欝
鋸
し
て

い
る
形
、
つ
ま
り
立
棺
の
中
に
屈
膝
さ
れ
て
い
る
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
結
局
は
「
不
 
」
か
ら
す
れ
ば
四
体
を
仰
む
け
に
し
て
十
分
手
足
を
伸
ば
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 
結
 
 
、
論
・

 
以
上
論
語
の
「
寝
不
 
」
を
一
、
神
主
と
し
て
の
形
二
、
死
人
と
し
て
の
貌

等
に
限
定
し
て
考
察
し
て
見
た
が
、
結
局
は
孔
子
は
東
周
時
代
の
入
で
あ
り
比

較
的
庶
民
階
級
を
主
と
し
て
の
生
活
を
考
慮
に
入
れ
て
い
た
人
と
想
わ
れ
る
の

で
こ
の
「
寝
不
戸
」
は
、
死
人
の
入
棺
以
後
の
形
を
想
定
し
て
の
言
と
想
わ
れ

る
。
即
ち
当
時
の
庶
民
階
級
は
主
と
し
て
立
返
で
あ
り
美
身
屈
膝
野
が
大
部
分

で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
の
「
不
 
」
で
あ
れ
ば
結
局
は
直
屋
も
仰

臥
と
な
る
し
、
足
部
の
屈
膝
も
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
強
直
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

 
こ
れ
で
こ
そ
論
語
述
而
篇
の
「
子
之
里
居
、
申
事
如
也
、
天
天
如
也
。
」
と

い
う
文
も
、
ま
た
同
じ
論
語
の
郷
党
篇
の
「
必
有
寝
衣
、
長
一
身
有
半
。
」
と

あ
る
内
容
も
生
き
て
く
る
と
考
え
る
。
孔
子
と
錐
も
ま
た
一
般
庶
民
達
も
寝
る

圃
時
位
は
、
悠
々
と
仰
臥
し
足
を
伸
ば
し
で
寝
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ

の
よ
う
に
寝
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
、
こ
の
稿
終
り
。

注
1

 
赤
塚
博
士
は
人
は
e
の
形
 
は
f
や
b
の
形
と
さ
れ
て
い
る
然
し
こ
れ
も
全

 
部
が
全
部
と
は
云
わ
れ
な
い
云
々
（
直
接
指
導
の
際
の
問
答
）

注
2

 
引
 
こ
れ
を
裏
付
け
る
文
献
に
貝
塚
博
十
編
輯
の
京
都
大
学
ト
辞
甲
骨
文
字

 
釈
文
が
あ
る
、
尚
こ
の
外
に
神
主
と
し
て
祭
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
ト
辞
に

 
は
左
の
諸
片
が
あ
る
。

 
 
鉄
雲
蔵
亀
 
二
二
一
頁
一
片
。

 
 
殿
契
撫
秩
続
編
 
八
頁
四
九
片
。

 
 
搬
契
粋
編
 
 
一
三
〇
六
片
 
等
が
あ
る
。

注
3

 
疾
病
外
内
下
平
、
君
大
夫
徹
県
、
士
去
琴
慧
東
魚
子
北
騙
、
擁
淋
・
徹
褻
衣
、

 
加
新
衣
。
」
こ
こ
に
東
首
す
る
こ
と
や
 
 
を
編
下
に
遷
し
南
岳
す
る
等
の

 
こ
と
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

注
4

 
「
一
般
的
に
見
れ
ば
未
開
社
会
に
於
て
神
的
人
間
は
そ
の
足
を
地
に
触
れ
る
，

 
こ
と
．
は
禁
忌
さ
れ
て
い
る
云
々
と
い
わ
れ
る
」
尤
も
こ
れ
は
池
田
博
士
は
岩

 
波
文
庫
中
に
あ
る
金
枝
篇
よ
り
の
引
例
と
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
説
は
妥
当
で

 
あ
ろ
う
か
、
然
し
死
人
は
わ
ざ
わ
ざ
喪
大
記
に
あ
る
よ
う
に
「
寝
東
首
於
北

 
篇
下
」
と
あ
る
こ
と
や
「
其
即
死
亦
固
在
地
。
」
と
い
う
思
想
は
、
人
は
地

 
よ
り
生
れ
て
地
に
帰
る
と
い
う
よ
う
な
思
想
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

 
か
、
東
北
地
方
で
は
今
で
も
死
人
に
わ
ら
じ
を
履
か
せ
杖
を
持
た
せ
「
早
く

 
浄
土
に
行
け
よ
」
と
親
者
が
い
う
の
は
こ
の
履
を
は
か
せ
る
原
義
で
は
な
か

（88）



 
ろ
う
か
。

注
5

 
尚
こ
の
外
に
も
、
礼
記
の
祭
統
篇
に
「
 
飲
五
、
君
洗
玉
爵
献
卿
、
 
飲
七
、

 
以
塩
爵
献
大
夫
戸
飲
九
、
以
散
爵
、
云
々
中
略
、
戸
酢
夫
人
、
執
柄
、
夫
人

 
受
戸
、
執
足
、
夫
婦
相
授
受
、
こ
れ
等
繁
雑
な
る
行
事
あ
り
、
且
子
供
の
場

 
合
は
、
礼
記
曽
了
問
に
、
 
「
 
必
以
孫
孫
幼
則
便
人
抱
之
」
等
と
あ
る
こ
と

 
か
ら
魅
面
を
つ
け
た
孫
が
こ
れ
等
の
行
車
や
。
ま
た
抱
か
れ
て
い
る
と
は
考

 
え
ら
れ
な
い
。

（89）

「
寝
刷
 
」
考
，


